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奈廉県神生水銀鉱山の鎌床について（羅本文霧）
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鷺三　　奎謙懸嚢鮒；大轟鈴跨畏ξ沙

蕪熱講藍細．難鞍二鍵

c鷺　　書細窯郵欝融

　鐸導茎s継1　　　　　×！黛導

らにその外側を辰砂の細粒集合体によつて隙憲れて特微

のある組織を形造つていることがある。

　こダ）ように，細粒石英とともに晶娼した辰砂の産状は

多様で，爲篇イド沈殿から地較的に大きな結酷を示すも

の襲で1つの鉦1イ嬢讐ダ）喋馨に含1禽されでいる。

　これは要するに，ずでに行なわれてきた各種の辰砂の

贔出に関する室内実験の諸結果紛と結びつ1ナて考えるこ

とがで巻導，、すなわち，中和・希釈・酸化の硫化水銀晶

出に関する窯大條伴がいろいろと緩合つたために義i三¢た

晶出の多様性であ9，それらの三大條件が一麟だけ反映

したものでないことをも示している。これは辰砂の生成

に関するイヒ捻麟的な・燦塵1土であるが費一…方物趨1的な・繰褥二とし

で裂かの存在が鉱化作用を支醍する大きな要因で強）るこ

，とも弓愈譲1したい瀞

　覧爆灘　方鯉苓とともに贔出す麹鷲砂

　一部の辰砂浸1方辮眉高ぐ）粒間に，あるいは方解〕蒼脈の中

央部に晶出し，その外縁を方解署が脈状に取夢まいてい

るごとがある。

器ε～（黛導（））



懸 奈斑県神鑑水鰻鉱出の鉱床／蕉ついて（岸本文饗〉

　これは，明らかに辰砂が方解薫と同時に晶出したこと

を承すものと思われるが，さ訴に辰砂・方解署脈が，し

ばしば細粒石英・辰砂脈に切られ，あるいは方解石粒の

間隙を細粒石英を伴なつた辰砂で埋めていることなどを

見れば，辰砂・方解石脈の晶出期は前記の石英・辰砂の

それよジも前のものと思われる．

　しかし，こぴ）両鉱化作用が多くの揚合伴なわれてお！），

方解石・辰砂による鉱化作用のみからなることは全くな

い（ただし，石英・辰砂脈は単独に存在することが少な

くない．これは鉱化作用の強さと化学的および物理的な

條件ヂ）差異によつて起こるものと思われるが，今後の筆

者の課題である）．

　なお，全く辰砂を伴なわない方解石だけの微細脈が認

められるが，辰砂を伴なう方解灘脈との関係は鏡下では

詳らかでない、、

　以．ヒの事実はつぎのことを示唆している、鉱液はアル

カリ性の状態で上昇し，廉ず初めに菱鉄鉱・黄鉄鉱・鉄

白雲石を，弓1続いて方解着を沈殿しているが，辰砂は訟

の方解石期の末期に少蚕、こ¢）沈殿を行なつている』れに

伴ない，漸次（ないL急激に）鉱液は微酸性となつて大

量の石英と辰砂を生成L，醗続いて石英の沈殿を鑑鶏て

いる．

　交代作用を示す辰砂は，鉱化作絹のきわめズ初期相を

示し，コ鱗イド沈殿になる辰砂はきわめて後期相を示す

部分と考えられる．

　㌢．馨　鉱体の水罵的変化

　板状を示す単一鉱体（前述）の購一…・坑準でみ許れ　変

化に　いて記述する、、

　？．奪蒸形態

　葱鉱体の水平断面は弧状ないし条購長いS事状を示し，

傾斜は鉱体ね中心部で緩くなり末端部ではやや急となる

傾阿がみ爵れる．その角度の差は，ほぽ，鐙酬鴛（y提度

の場合が最も多い．

　変化薦、濾，走向・傾斜の差よ）も脈ゆ叢1のそれの離が大

港い。たとえば，鉱体の申心部付近では脈幅（護坑1擁押

の断麟性幾礫部を辰砂が充填Lている部分）が｛）．雛灘以

一焦を示すのに対し，これよt）約罵鴛離れれ寿で数鶯鎌麿度

　　　馨　窟た，鉱体の家端部では辰砂が少鋸鉱染状に

散在するだけのこともある．

　この鉱体ぴ）先端延長は石英を混える粘土脈（灰臼色な

いし褐色のも財），炭質物を含む禍黒色のもの等）ないし

石英・一炭酸塩鉱物脈に移化L，幅は最大翫mを超えず，

やがてわずかな割れ麟となつて母岩中に消失する　この

・鉱斜末端から母岩中に割れ肖が消失する象での殿離は銭

撚を超えない．

　ごれら辰砂脈部は母岩と明瞭に境され，その母燐申に

は辰砂は慧とんど認められない。し驚がつて，本鉱山の

板状鉱俸は鉱液が裂かを充填しただけで，これ瓢伴なつ

て闘灘に対して交代作用を与え，寒たは鉱染部を形成す

ることはほとんどなかつたものと考えられる．

　響・馨．慧　鉱物分布

　鉱体内の大部分において，辰砂は鮮紅色蹴）集禽体か窮

なるが，末端部の周辺ではいわゆるrベンキ状、1の朱色

凝砂からなることが少なくない（この色の相違の原顧は

シチエ灘フ舞）によれば，溺蕎は微量成分として魚と翫を

含むためであi），（｝ぬ紳獣i5〉によれば聡英等の微細な機

械約爽雑物のために色が．馨ることを述べているが，実際

には両説にょる原鶴のものが組合つている蕊思われる、、

筆者のテストによれば，結鹸が小さくなるほど朱色を呈

Lてくる）瀞

　っぎに脈石鉱物のそグ賑位鉱体内での分布の特徴は，

螺、繧の中心部付近に方解石・菱鉄鉱（および鉄臼雲石〉

が1末端に向かつて石英・カオリン・絹雲母・緑濁署が

比較的多く分布する傾購をもつていることである（第婆

表）。

　組成鉱物の粒度は，申心の膨大部では大きくなる傾向

（著しいも鐙ではない）をもつている、辰砂の場合は緒

晶粒子が大きくなるだけでなく，その光学的な異方性

（繍露磁驚μs驚）　も浅譲す一・般的な傾醤を示Lている。

　化学成分上め変化につい。み鳥と，北3中坑と感坑に

おいては，鉱体中心相乏1末端相との間に著干の修瞳をみ

いだすこ、とができる（第媛表）．

　第姦表によれば，M葱○と〈》撚（〉およびC（隔については

末端粕鈴黛れは申心率1三1に較べて小さく，　暮織○とKρ

およびSlO濤と恥はやや大きいことである。これ1》は鏡

下で認める鉱物相の変化さ二ほぽ…致す灘頃醐であるが，

分析試料が少ないので，なお，吟味の余地がある。

　つぎに，分光分析法凱よる微量成分紅ついて検討レて

みたが，著しい水禦的蹴変化は認められなかつた（第＄

、表）．

　響．ぞ　鉱体の難縢的蛮艦

　垂直的変化に♂．いては，単位鉱体の群を対象として，

最上部鉱体力ら叢下部4坑震での範囲を取1タ扱つた。な

お，調査後に着鉱した難坑の鉱体鱒ついては別に撫元か

ら送付を受けた鉱石試料を検討L参澤．にした．感坑下新

鉱体はここでは試料がないのでふれることができない。

　掌，欝．蕊　形　態

　板状鉱体の配列状況は，全俸としてみれば，、．

下部に向かつて扇1汰に散開Lているが，いずれも蝦燐紅

相灘する岩体は認められず，外形もほとん廓離》ず，、ヒ

騨一（2灘）
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多緊響めら穿むる心　こ濤Ll窪3擁義餐，　4藁臓　圭・書》とi講1叢／二（霧落書

翻6鞠難勤，ξ3坑とその下部（7’〉鉱体でも翻様な傾筒をも

《．之とを示駿するものでま）う．
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搭熱異があるぐ第暮表フが，板状鉱体群にみられるよう

な＠坑および潟t）変化ま認め毒諺駕一癒い瀞い一がつて，

南部鉱体の下部については板状鉱体辮の下部轍みられる

ような鉱体の賦存状諮磁とは異癒る尾諺）と、懲われる。

　参離でに，最｝L部に樹置す蒸鋸f（i睾神警画舞減纂樂

難欝接する鉱著）と最一L部の砦坑跨鉱省（いずれ星）板状

鉱体）との化学成5ンを銘1鮫しノぐみる（鋳憲牝、羨）ぴ　一欝し

て，差異のほとんどないご．とに気付かれよう、、面試料の

採塞罵箇所の垂直距離は，紺伽である．
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　講瓢鋭“、llにおマ・ては降基譲1となる（嵐）と馨1の爆1かに（鋤の懇馨

い現象とLての黒雲母石英閃緑岩とその変質物を考えら

れるだけである、

　鱒．簾．畿大鉱体の予輝．

　最大鉱体は，大和水銀鉱山の東溺性断屡と本鉱1、1．1の調

査地域め搾鍵講駅）東頭性断麟との1葦樽に推1定できる』東西断機1

と，板状鉱体群の落しとの交わる部分にあると考えられ

る。、

　この交蕪部は大小の空隙に欝む破砕帯であ！），いわゆ

る「直1，）．1を形成するに適していて，すでに大和水銀鉱

1、i．1において実証された現象である、、諸外國にもこのよう

な鰍は多い鍮）鞠．

　欝．黛　鉱体灘の孫延幾部

　板状鉱体群び）s坑以下の探鉱とレては，畷坑以．、、ヒにお

いてすでに確かめられた鉱床の落しの方向に押乱，，、てゆく

ことが当颪の間題である、、鳶だし，南の鉱のう状鉱体糞蓼1，

そぴ）落し．・（断層破砕帯とその下盤といつてよい）をたど

っても下部では貧弱な鉱染体となる可能性が大きい。，鉱

天末の｝客L．、延長に対トする鉱床賦存の繁1∫能性につレ・ては，i猟

在確認されてい葛南の鉱体下部の状溌を舞1つたうえで今

後なお検討を加える必要がある。

　以下ヲ譲坑以、．ヒの鉱床について今後に残された問題を

述べる（確認さ叡、た鉱体の連続延長を除く）、、

　塗窮叢麟ン藻ぎ蠕1の講《甦1頓三鱒葬讐の西、難一長・と！憂欝レ潜嚢貿揖1（1瞬

断層の北約3賑めの交驚部の探鉱、、これ、には擾乱帯から
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奈良県神生水銀鉱山の鉱床について（岸本文男）

あろ弘
第10表　変質岩の化学成分について

Sio2

Tio2

A1203

Fe203

FeO　・

MnO
MgO
C段O

Na20

K20

十H20
－H20
P205

Hg
S
CO2

　計

変質岩（％）

70・昂．

0．27

13．53

0。40
、1．84

0．06

1．53

1．50

2．48

2．24

2．71

0．71

0．05

0．01

0．05

2．14

99．78

弱変質岩（％）

56．34

1．06

15．47

2．76

4．86

0。15

2．30、

3．72

2．95

　1．49

4．48

　1．46

　0．14

　0．00

　0．02

　2．28

99．48

比較的新鮮
な閃緑岩（％）

65．68

0。45

15．49

2．40

1．98

0．07

1．12

3．59

2．86

3．43

1．64

0．62

0』11

0．00

0．02

0．51

99．97

　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析：川野昌樹

の試錐が能率的であろう。

　南3坑；最北部鉱体（1鉱体を認めるのみ）の上・下

盤に予想される単位鉱体の探査，雁行性配列を考慮して，

いずれも確認鉱体から直角の方向に3～4mを探ればよ

い。

　北3坑および3中坑：最北部鉱体群のうち，最上部鉱

体の上盤の探査。この探査は上盤に向かつて3～4mほ

ど探りを入れれば充分であると考えられる。また，これ

に南接した3中坑準の鉱体についても同様である。

、単位鉱体群が雁行配列することからも上盤ないし下盤

側に板状鉱体が発見される可能性があるので，一応探つ

1てみる必要がある。とくに，3中坑鉱体下盤側に期待し

ている。

　この3坑一3中坑内にみられる東西性の擾乱帯には，

しばしば辰砂を伴なうことがあるが，低品位で，脈幅も

狭く（4’》5cm以下），・裂かとしても孔隙が少ないので’

富鉱体は望み難い。ただ，水銀鉱床の例7）14）のうちには

ときに断層の上盤に接して富化することもあるので，今

後探査上注意する必要があろう。

　4坑＝北東端鉱体の上盤ないし下盤側の探査，雁行性

裂かの特性を利用して行なう探査である。

　また，4坑下盤側新鉱体と同様な産状を期待して，5

坑下盤に対しても探鉱をすすめてみることは有望である。

　その他細部の探査にっいては，将来探鉱・採掘の進展

に伴ない，それに応じた新しい方法が検討されるべきで

（昭和34年2月，3月調査〉
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